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    2021. 7

（吉野眼科クリニック　院長）

吉 野 成 泰

コ ロ ナ 禍 の 温 故 知 新 と
看 却 下

人の、急激な、スマホ眼です。
　視点の標準が、スマホになってしまってお
ります。
　特に、コロナ禍において、リモート、テレ
ワークの頻度が、増えておりますので、老若
男女において、遠方凝視を、推進すべきだと
思います。

　日本人は、ながら民族だと思います。
　でも、薪を担ぎながら本を読んだ、二宮金
次郎が尊敬された時代とは違うので、まずは、
大人が、歩きながらスマホするのを禁止する。
　赤信号でも、高速道路でも渋滞が起きると、
スマホをするので、状況は、ドンドン悪化し
ます。皆が、基本的な事を戒めれば、ずっと、
改善できると思います。
　緊急事態宣言は、発令と解除が繰り返され
ますが、解除されたら、何をしてもよいわけ
ではなく、その時こそ自制をすべきだと思い
ます。

　世の中を良くするには社会全体の流れを良
くする事と一人一人が、心の持ち方を良くす
る事だと思います。乱筆失礼致しました。

　当方（現在 57 歳）は、映画鑑賞を趣味と
しておりますが、1976 年製作の、マイケル・
ホイのミスター BOO でも豚インフルエンザ
が出てきますので、人類における感染は、宿
命だと思います。

　19 世紀は、ビタミンの研究により餓死が減
り、20 世紀は、抗生物質の開発により、伝染
病が減り、人口は、爆発的に増加しましたが、
大航海時代に、風土病であった、梅毒が、僅
か数年で、世界中に蔓延してしまったように、
今回の状況は、急なグローバル化の、弊害で
あるのでしょう。

　基本的な事から、対応していく事が、大切
だと思います。
　まずは、清潔を心がけ、うがい、手洗い、
入浴を、推進すべきだと思います。
　次に、防御対策である、マスクをすれば、
一過的に、のどは潤うのですが、その弊害で、
飲水しなくなる傾向があり、結果として、の
どや眼が乾き、感染率が高くなると思います。
　いまや、どこにおいても、空調が施されて
おりますので、マスク着用中は、水分を、沢
山取る事を、指導すべきだと思います。
　それから、診察していて思うのは、全ての
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◎令和 3 年度 6 月定例理事会　　　
　日　時　令和 3 年 6 月 21 日〈金〉  
　　　　　午後 8 時〜 9 時 20 分
　場　所　WEB 会議システム（Zoom）  

協議事項
１．令和 3 年度定期地域ケア会議（オンライ

ン予定）への出席者について　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　 ＜有田会長＞
　　・第 1 回目 8 月 19 日〈木〉
　　　　　　　午後 2 時～ 3 時 30 分
　　・第 2 回目令和 4 年 1 月 20 日〈木〉
　　　　　　　午後 2 時～ 3 時 30 分
　　出席者を決めたい。担当は会長・副会長

である。

協議の結果、担当の都合がつかないた
め、出席者について再検討することと
なった。

２．移動理事会の開催・日時・場所等について
　　　　　　　　　　　　　　 ＜入野理事＞
　　標記について協議の結果、開催するこ

ととなった。
　　日時は、8 月 21 日〈土〉午後 6 時より予

定（場所は未定）。

３．その他
（1）西成区にあるグループホーム 3 件、

介護付き有料老人ホーム 1 件への訪
問接種の依頼について ＜有田会長＞

協議の結果、了承。公募することとなった。
※後日府医に確認したところ、4 件の
うちすでに接種医が決まっているとこ
ろがあり、2 件のみの依頼となった。

（2）コロナワクチン集団接種慰労会について
　　　　　　　　　　　　  ＜有田会長＞
　　標記集団接種に携わって頂いた方を

対象に 120 ～ 150 名での着席型の慰労
会を開催したい。

協議の結果、了承。
日程は 11 月 27 日〈土〉に決定

（場所、時間は未定）。

（3）理事会の中止について＜有田会長＞
　　次の日程について中止としたい。
　　6 月 25 日・7 月 30 日

協議の結果、了承。連絡は理事メール
にて行うこととする。

（4）立葉幼稚園の産業医について＜徳田副
会長＞

　　標記について協議の結果、北村医師
（クボタ本社診療所）に依頼するこ
とに決定。

報告事項
１．大阪市医師会連合会委員会について
　　（ 6 月 21 日〈月〉）　　　　  ＜有田会長＞
　　次第は次のとおり。△

連絡事項
（1）新型コロナウイルス感染症対策の件
（2）その他△

協議事項
（1）令和 4 年大阪市予算の編成に対する要

望の件
（2）その他

　　　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

２．自立支援型ケアマネジメント検討会議に
　　ついて
　　（ 6 月 10 日〈木〉）　　　　  ＜有田会長＞
　　次第は次のとおり。　　△

検討会議の趣旨につい△

守秘義務について△

出席者の自己紹介

理事会報告理事会報告
6.216.21
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△

検討事例△

まとめ
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

３．病診連携委員会について
　　（ 5 月 31 日〈月〉）　　  ＜久保田副会長＞

次第は次のとおり。△

第 95 回病診連携委員会報告について△

ブルーカード登録システム更新箇所の
紹介について△

ブルーカード同意書の一括合意について△

Ａケアカードシステムに登録されてい
るブルーカードの修正について△

ブルーカード登録数について△

その他
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

４．医療情報委員会について
　　（ 5 月 31 日〈木〉）　　  ＜久保田副会長＞

次第は次のとおり。△

開会△

協議事項
（1）諮問事項について 「医師会活動および

医療現場におけるICT活用について」
（2）その他△

今後の日程△
閉会

５．学術講演会について
　　（ 5 月 15 日〈土〉）　　　　  ＜富永理事＞

講演内容は次のとおり。
演題　COVID-19 後の脳卒中治療を
　　　再考する
講師　大阪赤十字病院　脳神経内科医長
　　　　　　　　　　　武信 洋平　先生
出席者数　10 名
共催　大塚製薬株式会社
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

６．大阪府医師会産業医部会について
　　（ 6 月 2 日〈水〉）　　　　　＜木田理事＞

次第は次のとおり。△

開会

△

挨拶△

令和２年度事業報告に関する件△

令和３年度事業計画に関する件△

その他△

閉会
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）　
　　　　　　　　　　　　　

７．医療問題研究委員会について
　　（ 6 月 9 日〈水〉）　　　　　＜入野理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会△
講演　

　演題　「最近の指導・監査の動向」
　演者　大阪府医師会
　　　　　　　　　副会長　高井　康之△

意見交換△

次回の予定△

閉会
　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

８．法円坂地域医療フォーラム・運営協議会
について

　　（ 6 月 12 日〈土〉）　　　　  ＜入野理事＞
　　次第は次のとおり。△

開会挨拶△

講演
　第 1 部　「心房細動に対する
　　　　　非薬物療法の進歩」
　　　　　「心臓血管外科の最前線～
　　　　　ここまで来た低侵襲心臓手術」　
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　第 2 部　「肝胆膵外科診療における
　　　　　最近のトピックス」
　　　　　「血液疾患診療の進歩」△

閉会挨拶
　　　　　　　　　　　　（詳細　略）

９．大手前病院地域医療支援病院運営委員会
について

　　（ 6 月 10 日〈木〉）　　　　  ＜福永理事＞
　　次第は次のとおり。△

病院長あいさつ△

新外部委員のご紹介△

病院の概要等△

当院の報告および質問△

次回開催日の決定
　　　　　　　　　　　　　（詳細　略）　

10．その他
　　なし。

次回理事会　
　　令和 3 年 7 月 19 日〈月〉　午後 8 時〜

6月度

学術講演会報告

日　　時　6 月 19 日〈土〉　午後 2 時〜
演　　題　肥満・メタボリックシンドロームと
　　　　　尿酸代謝異常の病態と
　　　　　治療概念と治療
講　　師　大阪市立大学大学院医学研究科
　　　　　代謝内分泌病態内科学
　　　　　　　　　　講師　藏城 雅文　先生
出席者数　15 名　　　
共　　催　持田製薬株式会社
担　　当　富永良子

　高尿酸血症の約 90％は尿酸排泄低下（産生
過剰型の合併を含む）に起因するものである。
肥満・メタボリックシンドロームでは、イン
スリン抵抗性（高インスリン血症）により腎臓
における URAT1（尿酸トランスポーター）
を介した尿酸の再吸収が亢進「尿酸排泄低
下」するため、尿酸代謝異常（高尿酸血症）
が高頻度に認められる。一方で、高尿酸血症
は、メタボリックシンドロームの予測因子と
して知られている。尿酸が、URAT1 を介し
て脂肪細胞に取り込まれ、酸化ストレス、炎
症、内分泌異常を引き起こすことを介して寄
与している可能性が示されている。ドチヌ
ラドは、URAT1 を選択的に阻害する、尿酸
再吸収阻害薬であり、SURI (Selective Urate 
Reabsorption Inhibitor) と 呼 ば れ て い る。
SURI であるドチヌラドの投与により、腎臓
における尿酸の再吸収抑制を介した高尿酸血
症の是正に加えて、脂肪細胞における尿酸取
り込み抑制を介したメタボリックシンドロー
ムの是正に寄与する可能性がある。



8月度学術講演会の
　　　　　　お知らせ

　8 月の浪速区医師会講演会はありません。
　多数の先生方のまたのご参加をお待ちいた
します。

5

浪速区医師会
夏季休館日と

電話転送のお知らせ

　今年度の夏期休館日は 8 月 12 日〜 8 月 16 日
（土日祝休）となります。

　緊急連絡等が発生した場合には、事務所へ
ご連絡（電話　06-6633-3818）下されば、電
話が転送され、当番役員が対応いたします。
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■ 相談内訳（重複有）

 

①
　
医
　
療　

① 診療所・医師に関して 3 件

② 訪問診療できる医療機関に関して 3 件

③ 病院（入院・転院先等）に関して 2 件

④ 歯科に関して 0 件

⑤ 薬局・薬剤師に関して 0 件

⑥ 訪問看護に関して 0 件

⑦ 医療の手続きに関して 0 件

⑧ その他 1 件

②
　
介
　
護

① ケアマネに関して 0 件

② 地域包括支援センターに関して 0 件

③ 介護事業所等に関して 0 件

④ 介護の手続きに関して 1 件

⑤ その他　 0 件

③ 退院支援に関して 0 件

④ 看取りに関して 0 件

⑤ その他（内容：　　　　） 0 件

合　　計 10 件

＜お問合せ＞　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室

〒 556-0022 大阪市浪速区桜川 4-11-16 アリタビル 50B

 TEL:070-1760-4964　　FAX:06-6567-8058

　6 月の相談件数は 6 件でした。かかりつけ
医の希望と介護に関する相談でした。
　5 月末から始まった新型コロナワクチン接
種も順調に進んでいると思った矢先にワクチ
ンの配送制限があり 7 月 12 日からは初回接
種が中止となる事態になりました。未だに接
種されていない多くの方に少しでも早く施行
できることを願います。
　在宅医療、介護において何か困ったことや
問い合わせ等ありましたらご連絡ください。

相談受理実績
■ 個別ケースに関する相談（R03. 0 月度）

① 医科 0 件

② 歯科 0 件

③ 薬局・薬剤師 0 件

④ 病院　地域連携相談室 1 件

⑤ 訪問看護 0 件

⑥ 介護支援専門員 3 件

⑦ 地域包括支援センター 2 件

⑧ ⑥⑦以外の介護関係事業所 0 件

⑨ 認知症初期集中支援チーム 0 件

⑩ 他区在宅医療・介護連携支援室 0 件

⑪ 区役所・保健福祉センター 0 件

⑫ 区民 0 件

⑬ その他（ 　　　 ） 0 件

合　　計 6 件

●　　　浪速区在宅医療・介護連携相談支援室　からのお知らせ
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　●保健福祉センター�
　　8 月 19 日〈木〉　午後 2 時〜 3 時 30 分
　　　　　北村　秀明・有田　繁広

　●中央急病診療所
　　8 月 2 日〈月〉深夜 22：00 〜 30：00
　　　　　笹岡　英明
　●今里休日急病診療所
　　8 月 15 日〈日〉10：00 〜 17：00
　　　　　宇田　創・有田　繁広

　令和 3 年 8 月の各業務の出務予定は次のと
おりです。ご協力のほどよろしくお願いいた
します。

　●保健福祉センター�
　　8 月 26 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　川田　信哉
　　　　眼　科　澤井　貞子
　　　　耳鼻科　中村　泰久

　●保健福祉センター�
　　8 月 5 日〈木〉午後 1 時 40 分〜 3 時 30 分
　　　　小児科　川田　信哉

浪速区医師会
活動の伝言板

さまざまな
事業を展開しています。
詳しくは

ドクターの
あらゆる要望にお応えします。

医 　 　 　 業

く ら し

保 　 　 険

医療機器、医療消耗品販売からクリニック開業支援まで、
医業に関する幅広いサポートを行っています。
また、豊富な経験を持つ専門家による相談会も実施。

医業とくらしを取り巻くさまざまなリスクに備え、充実のライン
ナップをご用意しております。スケールメリットを活かした割安な
掛け金で、万一の事態に備えることができます。

趣味や教養を深めるイベントから旅行、住まいのご相談まで、
皆様のプライベートを応援。

医療消耗品・白衣販売
医療機器販売
展示会・各種セミナー
新規開業・継承支援・リフォーム

損害保険（医師賠償責任保険・所得補償保険 など）
生命保険（グループ保険・団体扱い制度 など）

医師のステータスカードJAPAN DOCTOR'S CARD
書籍販売サイト「KNOWLEDGE WORKER」

住まいの割引制度 「ハウジングサポート」

ドクターズツアー、 パッケージツアーの割引特典

大阪医協

〒 542-8580  大阪市中央区上本町西 3-1-5
TEL 06-6768-207 1（代） FAX 06-6768-2012



　ここ最近の異常気象の影響か、梅雨末期特
有の集中豪雨による熱海の土石流被害が記憶
に新しいところですが、本日大阪でもものす
ごい雷とゲリラ豪雨に少し恐怖を覚えまし
た。ようやく梅雨明けの声が聞こえてきまし
たが、また明けたら明けたで猛暑が待ってい
ると思うと少しうんざりしてきます。皆様お
身体ご自愛ください。
　今回のコロナウイルス感染症は吉野先生の
ご指摘の通り急速なグローバル化によって一
気に全世界に広まった感染症でしょう。この
コロナ禍によって人々の行動様式や考え方が
一気に変わってしまいました。ワクチンが普
及し重症者が減ってきたとしても、この行動
様式の変化は今後も変わらない気がします。
果たして一体人類はどこに向かうのでしょう
か？
　巻頭言にて吉野先生は眼科的な視点でこの
コロナ禍でのスマホ眼を指摘されています
が、耳鼻咽喉科的に見てみますと、コロナウ
イルスによる特徴的な症状である味覚、嗅
覚障害、リモートワーク推進によるイヤホン
多用によると考えられる外耳炎の増加などが
いままでには見られなかった症状かなと思い
ます。他科の先生も大なり小なりコロナ禍に
なって今までなかったような症状の患者さん
を経験されていることと思います。我々医師
も日々新しい知識を常にアップデートしてい
かなければと思っています。
　さて浪速区の先生方や看護師、薬剤師の皆
さんの多大なるご協力もあって、浪速区でも
集団接種と個別接種の両面からワクチン接種
が開始され、順調に高齢者の接種が進んでい
ると思われた矢先、突如行政からワクチン不
足により集団接種、個別接種の接種人数を減
らすとの通達が来て、ワクチン接種のペース
ダウンを余儀なくされております。さらに度

  【区医だより】
　発行者　有田繁広
　編集者　中村泰久　山本大介　　　　 
　印刷所　株式会社　サ　ビ 

あとがき

中村 泰久

重なる緊急事態宣言に国民が慣れてしまった
せいか、もしくはオリンピック開催のため海
外からの来日者も増加している影響があるの
か、最近また徐々に陽性者数が増えつつあり
ます。ただ今回の第５波は今までとは違い高
齢者のワクチン接種が現時点でかなり進んで
いますので、今後重症者や死者数が以前より
も少なくなって、それほどもう恐れなくても
よいと考える風潮になってくれればいいなと
期待しております。重症者数や死者数の減少
が数字できちんと出てくれば国民のなかにや
や安心感も出てくるのではないでしょうか？
　ところで、みなさんはふるさと納税をされ
ておられますか？もちろんされているとは思
います。その返礼品ですが、お肉やお酒もい
いですがちょうどこの時期はさくらんぼや桃
など果物がおいしい時期で、僕はいつもこの
時期にいろいろ果物を取り寄せて楽しんでい
ます。もう少しすればシャインマスカットな
ども時期を迎えますので皆さんも節税対策を
兼ねてふるさと納税で果物を楽しまれてはい
かがでしょうか？
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